
 

 

 

 

イチゴの収量向上に向けて生育診断支援を開始 

 

 当課が７月 27日に開催した研修会でイチゴの収量を向上させる栽培管理に興味を示し

た管内のイチゴ生産者８名に対して、生育診断の支援を開始しました。 

 

管内イチゴ生産者ハウスにおいて、他地域で一定の成果が出ている生育診断を活用し

た施肥管理技術を参考にした実証を始めました。頂花房の開花後にイチゴの体内に貯蔵さ

れた養分は大きく消耗するため、これを補って第一次腋花房の凋落
ちょうらく

を抑え、中休み（１

～２月に収穫がなくなる現象）の予防に努めるのが実証の要点です。そのために、出蕾期

に入ったほ場で硝酸態窒素濃度の測定による株内の生育診断を行い、これからの施肥管理

の検討と助言を行いました。 

生産者も施肥濃度と給液時間だけではなく、イチゴ体内の硝酸態窒素濃度を指標とし

た管理について意欲的に取り組まれています。既にイチゴ体内の硝酸態窒素濃度が低下し

始めているほ場もあり、今後の施肥管理で指導していきます。あわせて出蕾後も、ミツバ

チの導入、炭酸ガス施用、摘果管理、病害虫防除などの重要な作業について巡回指導を行

います。 

当課では、数値に基づいた栽培管理で生産者の所得向上につながるよう、今後も情報

を共有し支援していきます。 
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